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 分子科学研究所の放射光施設、極端紫外光研究施設（UVSOR）は 2012 年に 3 度目の

大改造を行い（UVSOR-III 計画）、準回折限界と高輝度化を達成した。この高度化に伴

い、その光源性能を発揮する新規ビームラインとして、真空封止アンジューレーターを

光源として用いた走査型透過 X 線顕微鏡（STXM）ビームライン BL4U の建設を行なっ

た。BL4U は現在、100~770 eV のエネルギー範囲を E/∆E~5,000 で利用可能で、その際の

試料位置でのフォトンフラックスは約~107 photons/s としている。BL4U は 2013 年 6 月よ

り共同利用を開始し、今年度は年間述べ 54 ユーザーにマシンタイムを供している。そ

の内の約３割弱は民間企業の利用であり、その需要はなおも高くなる一方である。 
 このような状況下で我々は、ビームラインの多様性を追求し、さらなる新規研究分野

の利用を開拓するため、in-situ/operando 分析手法[1]や Computer Tomography による 3 次

元吸収分光法[2]、試料の大気非暴露搬送装置（施設間リンケージ分析システム[3]）をは

じめとする、特殊な分析手法の開発に注力している。またその一方では、ビームライン

の性能向上を目的として、利用可能エネルギー領域の拡張、特に低エネルギー側の拡張

を行なってきている。UVSOR は低エネルギー領域の利用に特徴がある光源であるため、

これにより分析装置としてのポテンシャル向上とともに、世界的にも唯一無二の装置と

なり得ることを期待している。そこで着目しているのがリチウム（K 吸収端：55 eV）の

分析であるが、その実現には光学素子である Fresnel Zone Plate の焦点距離が著しく短い

ことと、高次光の除去が主要な課題となる。それらの課題を解決してきた結果、初とな

る塩化リチウム粒子の顕微分光測定を行うことができた。さらなる測定状況の改善を図

った上で、近日中に利用公開する予定である。 
 本発表では BL4U のビームラインの現状および、これまでの研究成果の紹介を行う。

また、今後の 3 GeV 光源建設計画を見据えた上での、UVSOR における顕微分光ビーム

ラインの将来について述べる。 
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